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要 旨   

 

2型糖尿病は、肝硬変の頻度の高い併存疾患であり、肝硬変関連の合併症や死亡率

と独立して関連している。 ANSWER試験データベースのこの事後分析では、標準

治療（SMT）に加えて長期ヒトアルブミン（HA）投与が、肝硬変、合併症のない腹

水、インスリン治療を必要とする 2型糖尿病（ITDM）を有する外来患者 85名のサ

ブグループにおける臨床転帰に及ぼす影響を評価した。 SMT群と比較して、SMT + 

HA群は全生存率が良好（86% 対 57%、p = 0.016）であり、腹水穿刺、顕性肝性脳

症、細菌感染症、腎機能障害、電解質異常の発生率が低かった。 入院回数は両群で

差がなかったが、SMT + HA群では入院日数が短かった。結論として、代償不全性

肝硬変と腹水を伴う ITDM外来患者サブグループにおいて、長期 HA投与は生存率

の向上と肝硬変関連合併症の発生率低下と関連していた。 
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